
後
水
尾
サ
ロ
ン
と
書
文
化
形
成
の
担
い
手

田
　
中
　
春
　
菜

は

じ
め
に

一
章
　
後
水
尾
院
サ
ロ
ン

　
第
一
節
　
後
水
尾
院
サ
ロ
ン

　
第
二
節
　
後
水
尾
サ
ロ
ン
の
書
に
ま
つ
わ
る
活
動
ー
後
水
尾
院
の
文
化
活
動
を
主
軸
に
1

二
章
　
中
院
通
村

三
章
　
藤
谷
為
賢

お

わ
り
に

は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
後
水
尾
院
（
一
五
九
六
ー
一
六
八
〇
）
を
中
心
と
し
た
後
水
尾
サ
ロ
ン
に
見
え
る

書
の

活
動
を
概
観
し
て
い
く
と
同
時
に
、
そ
の
構
成
員
の
な
か
で
着
目
さ
れ
る
機
会
の
少
な

か

っ

た
中
院
通
村
（
一
五
八
八
－
一
六
五
三
）
と
藤
谷
為
賢
（
一
p
a
九
l
l
l
－
　
1
六
五
三
）
を
書

文
化
形
成
を
担
っ
た
主
要
人
物
と
し
て
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
の
人
物
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を

ま
と
め
、
今
後
の
研
究
の
意
義
や
目
的
を
見
出
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　
江
戸
時

代
初
頭

に
活
躍
し
た
人
物
に
着
目
し
た
先
行
研
究
を
確
認
し
て
い
v
と
、
寛
永

の

三
筆

と
称
さ
れ
る
近
衛
信
伊
（
一
五
六
五
1
＝
ハ
一
四
）
、
本
阿
弥
光
悦
（
一
五
五
八
ー

H
六
1
1
1
七
）
、
松
花
堂
昭
乗
（
一
k
i
八
四
－
　
1
六
三
九
）
、
寛
永
の
三
筆
と
比
肩
さ
れ
る
烏
丸

光

広
（
一
五
七
九
－
＝
ハ
三
八
）
、
大
名
茶
人
の
小
堀
遠
州
（
一
五
七
九
－
ニ
ハ
四
七
）
、

古
筆
家
初
代
の
古
筆
了
佐
（
一
五
七
I
1
－
1
六
六
二
）
、
信
伊
の
養
子
と
な
っ
た
近
衛
信
尋

（1
五
九
九
ー
一
六
四
九
）
ら
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
名
を
留
め
る
。

　
一
方
、
後
水
尾
サ
ロ
ン
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
そ
の
構
成
員
と
さ
れ
る
人
物
の
な
か
に
こ

れ

ま
で
書
道
史
上
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
人
物
が
決
し
て
多
く
な
い
こ
と
に
気
づ

V
o
今
回
取
り
上
げ
る
通
村
と
為
賢
は
、
こ
れ
ま
で
書
道
史
で
着
目
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ

た
が
書
文
化
形
成
の
担
い
手
の
一
人
と
し
て
注
目
す
べ
き
人
物
で
あ
る
。

　
通
村
は

後
水
尾
歌
壇
の
中
核
を
担
い
、
当
時
を
代
表
す
る
歌
人
の
一
人
と
し
て
著
名
で
あ

る
。
同
時
に
能
書
や
古
筆
鑑
定
な
ど
と
し
て
知
ら
れ
る
。
例
示
す
る
と
、
伝
藤
原
公
任
「
十
五

番
歌
合
」
（
前
田
育
徳
会
蔵
）
に
見
る
よ
う
な
古
筆
の
補
写
、
「
十
五
番
歌
合
」
の
模
写
本
（
個

人
蔵
）
の
制
作
、
『
源
氏
物
語
手
鑑
』
（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）
の
よ
う
な
調
度
手
本

に
見
ら
れ
る
斡
旋
と
詞
書
の
書
写
、
短
冊
や
懐
紙
の
揮
毫
、
伝
藤
原
行
成
「
関
戸
本
古
今
集
」

の
零
本

（個
人
蔵
）
の
奥
書
に
確
認
さ
れ
る
よ
う
な
古
筆
鑑
定
な
ど
、
歌
壇
の
主
格
と
し
て
の

活
動
環
境
を
踏
襲
す
る
か
の
よ
う
な
多
種
多
様
な
書
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
通
村

と
同
じ
く
後
水
尾
歌
壇
の
主
格
を
担
っ
た
人
物
の
う
ち
、
光
広
は
大
い
に
注
目
さ
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
通
村
に
着
目
す
る
こ
と
は
希
薄
に
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
初
頭
の
書
文
化
形
成

を
担
っ
た
一
人
と
し
て
着
目
す
る
に
値
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　
為
賢
は
、
こ
れ
ま
で
着
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
冷
泉
家
出
身
と
あ
っ
て
藤
原
俊
成
や
藤

原
定
家
な
ど
自
身
の
家
系
に
ま
つ
わ
る
古
筆
鑑
定
を
盛
ん
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
古
筆

や
茶
道
旦
ハ
の
斡
旋
、
掘
り
出
し
の
行
為
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
目
利
と
し
て
の
為
賢
が
浮
か
び

上

が
っ
て
v
る
。
近
世
初
頭
の
古
筆
を
め
ぐ
る
交
流
に
お
い
て
橋
渡
し
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ

た
こ
と
が
伺
え
る
ほ
か
、
こ
う
し
た
活
動
か
ら
は
定
家
流
流
行
の
重
要
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
本
稿
で

は
、
後
水
尾
サ
ロ
ン
の
構
成
員
に
着
目
し
た
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
大
き
く

一 77一



取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
通
村
と
為
賢
を
取
り
上
げ
て
、
主
な
先
行
研

究

を
概
観
し
、
今
後
の
研
究
課
題
を
整
理
し
て
い
v
o
ま
た
、
こ
れ
ま
で
書
道
史
研
究
で
は
、

後
水
尾
サ
ロ

ン

に

お

け
る
文
化
活
動
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
こ
の
時
代

に
行
わ
れ
た
書
の
活
動
は
、
後
水
尾
院
を
中
心
に
行
っ
た
文
化
活
動
、
特
に
歌
と
茶
と
複
雑
に

絡
み

合
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
く
。
よ
っ
て
、
後
水
尾
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
の
概
要
と
そ
こ
で
行
わ

れ

た
書
の
活
動
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

第
一
章
後
水
尾
院
の
仙
洞
サ
ロ
ン

　
本
章
で
は
、
後
水
尾
サ
ロ
ン
の
概
要
と
そ
こ
で
行
わ
れ
た
書
を
め
ぐ
る
活
動
を
、
後
水
尾
院

の
文
化
活
動

を
中
心
に
確
認
す
る
。
こ
れ
ま
で
書
道
史
研
究
で
は
、
後
水
尾
サ
ロ
ン
に
つ
い
て

語
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
書
を
め
ぐ
る
活
動
は
、
後
水

尾

院
の
行
っ
た
文
化
活
動
と
複
雑
に
連
鎖
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
る
。
特
に
書
は
、
歌
道
と
茶

道
と
強
い
結
び
付
き
を
持
つ
。
歌
道
で
は
歌
会
に
お
け
る
懐
紙
や
短
冊
の
揮
毫
、
古
典
籍
研

究
に

お

け
る
禁
裏
で
の
歌
書
の
書
写
や
補
写
活
動
、
禁
裏
文
庫
の
蔵
書
整
理
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
時
に
こ
れ
ら
は
、
調
度
手
本
制
作
や
茶
席
で
の
鑑
賞
の
内
容
に
影
響
し
て
い
v
o
茶
道
で

は
茶
席
に
お
け
る
墨
跡
や
古
筆
の
鑑
賞
が
挙
げ
ら
れ
る
。
公
家
の
茶
会
で
は
古
筆
の
鑑
賞
が
盛

ん

に
行
わ
れ
た
。
後
水
尾
院
の
文
化
活
動
は
周
囲
の
人
々
の
書
の
活
動
へ
連
鎖
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

　
以
上
の

こ
と
を
ふ
ま
え
、
一
節
で
は
後
水
尾
サ
ロ
ン
の
概
要
を
確
認
す
る
。
二
節
で
は
、
後

水
尾

院
の
書
を
め
ぐ
る
活
動
に
ま
つ
わ
る
先
行
研
究
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
o
こ
れ
に

あ
た
っ
て
、
書
と
強
く
結
び
つ
く
歌
道
と
茶
道
と
い
う
視
点
か
ら
も
確
認
し
て
い
v
こ
と
と
す

る
。　

な
お
、
書
道
史
研
究
で
サ
ロ
ン
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
文
化
研
究
で
は

文
化
人

の

交
流
の

場

を
指
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
も
そ
れ
を
踏
襲
す

　　
　

る
。

　
一
節
　
仙
洞
サ
ロ
ン

　
後

水
尾

院
は
、
後
陽
成
天
皇
（
一
五
七
1
－
1
六
一
七
）
の
子
で
、
慶
長
十
六
年

（1
六
一
一
）
に
即
位
す
る
。
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
に
突
然
第
一
皇
女
興
子
内
親
王

（1
六
≡
二
ー
一
六
九
六
）
に
譲
位
す
る
が
、
後
光
明
天
皇
（
一
六
三
三
ー
一
六
五
四
）
、
後
西

天
皇

（
＝
ハ
三
七
－
一
六
入
五
）
、
霊
元
天
皇
（
一
六
五
四
－
一
七
三
二
）
の
四
代
に
わ
た
っ

て

五

十
一
年
、
院
政
を
行
っ
た
江
戸
時
代
初
頭
の
朝
廷
の
要
だ
っ
た
。
後
水
尾
院
に
つ
い
て

の

研
究
は
、
中
村
直
勝
氏
『
後
水
尾
天
皇
御
紀
』
（
旧
嵯
峨
御
所
大
本
山
大
覚
寺
、
一
九
五
一

年
）
、
酒
井
信
彦
氏
「
『
後
水
尾
院
当
時
年
中
行
事
』
の
性
格
と
目
的
」
『
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
研
究
紀
要
』
七
（
東
京
大
学
、
一
九
九
七
年
）
、
熊
倉
功
夫
氏
『
後
水
尾
天
皇
』
（
中
央
公
論

社
、
二
〇
一
〇
年
）
、
日
下
幸
男
氏
『
後
水
尾
院
の
研
究
』
s
e
r
d
出
版
、
　
1
1
0
1
七
年
）
な
ど

枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。

　

こ
こ
で
後
水
尾
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
o

　
後
水
尾
サ
ロ

ン

と
は
、
そ
の
名
の
通
り
後
水
尾
院
と
そ
の
周
囲
の
公
家
中
心
の
サ
ロ
ン
で
あ

る
。
書
道
史
研
究
上
で
著
名
な
人
物
を
構
成
員
と
し
て
挙
げ
る
な
ら
ば
、
光
広
、
通
村
、
信

尋
、
近
衛
尚
嗣
（
一
六
二
二
ー
一
六
五
三
）
、
近
衛
基
煕
（
一
｛
〈
四
八
－
　
1
七
二
二
）
ら
が
い

る
。
サ
ロ
ン
に
は
、
武
家
や
町
衆
、
僧
侶
も
加
わ
っ
て
お
り
、
昭
乗
、
了
佐
も
そ
の
一
員
で

あ
っ
た
。

　
江
戸
時
代
初
頭
の
サ
ロ
ン
に
関
す
る
研
究
は
、
川
島
将
生
氏
『
中
世
京
都
文
化
の
周
縁
』

（思
文
閣
出
版
、
一
九
九
二
年
）
、
熊
倉
功
夫
氏
『
熊
倉
功
夫
著
作
集
』
第
五
巻
「
寛
永
文
化
の

研
究
」
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。
両
氏
は
、
寛
永
文
化
の
特
徴
と
し
て

サ
ロ

ン

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
川
島
氏
は
、
サ
ロ
ン
に
は
人
が
集
ま
り
多
種
多
様
な
文
芸
活
動

が
行
わ
れ
た
こ
と
、
公
家
、
武
家
、
町
衆
、
僧
侶
な
ど
様
々
な
階
層
の
人
々
が
サ
ロ
ン
の
構
成

員
で
あ
る
と
同
時
に
、
複
数
の
サ
ロ
ン
の
構
成
員
と
し
て
連
鎖
し
て
い
た
こ
と
を
特
徴
付
け

る
。
熊
倉
氏
は
「
系
譜
を
異
に
す
る
文
化
が
個
々
に
独
立
し
た
文
化
集
団
に
依
拠
す
る
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く
、
互
い
に
重
な
り
合
っ
て
一
箇
の
文
化
と
し
て
現
象
化
し
た
現
状
を
意
味
し
て
い
る
」
と

性
格
付
け
、
総
合
的
で
あ
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
と
し
た
。
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古
筆
に
採
る
な
ら
ば
、
も
と
も
と
は
公
家
社
会
で
尊
重
さ
れ
て
き
た
も
の
が
、
武
家
や
茶

人
、
町
衆
へ
持
ち
込
ま
れ
多
く
の
人
々
の
間
で
愛
好
さ
れ
る
。
茶
席
で
は
、
主
に
掛
物
と
し
て

尊
重

さ
れ
た
。
他
方
、
古
筆
手
鑑
で
は
、
公
家
や
歌
人
の
書
跡
だ
け
で
な
く
、
武
家
や
僧
侶
と

い
っ

た

多
階
層
の
書
跡
が
一
同
に
貼
り
込
ま
れ
て
帖
を
形
成
し
た
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
初

頭
の
サ
ロ

ン

は
、
公
家
、
武
家
、
町
衆
、
僧
侶
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
で
構
成
さ
れ
て
い
た
場
が
互
い

に

入

り
混
じ
り
、
新
た
な
文
化
が
書
、
茶
、
絵
、
連
歌
な
ど
多
方
面
で
生
み
出
さ
れ
て
い
く
性

質
を
持
っ
て
い
た
。

　
後
水
尾
サ
ロ

ン

に
関
す
る
研
究
は
、
熊
倉
氏
『
熊
倉
功
夫
著
作
集
』
第
五
巻
「
寛
永
文
化
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

研
究
」
に
詳
し
い
o
熊
倉
氏
は
、
徳
川
幕
府
が
「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
を
施
行
し
、
禁
裏
公

家
の
活
動
を
文
化
の
面
に
限
定
し
た
こ
と
、
後
水
尾
院
の
反
幕
志
向
や
文
芸
志
向
が
相
ま
っ

て
、
書
、
和
歌
、
古
典
講
釈
、
茶
道
、
修
学
院
の
建
造
、
立
花
、
絵
画
な
ど
諸
領
域
に
渡
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
活
動
を
盛
ん
に
展
開
し
て
い
く
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
後
水
尾
サ
ロ
ン
は
、
最

大
の
規
模
を
誇
り
、
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　
特
に
、
後
水
尾
院
が
和
歌
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
著
名
で
あ
る
。
多
く
の
歌
会
や
添
削
指

導
な
ど
を
行
い
、
基
礎
知
識
と
な
る
『
源
氏
物
語
』
や
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
の
古
典
籍
研
究
に

も
熱
を
注
い
だ
。
本
田
慧
子
氏
は
「
後
水
尾
院
の
禁
中
御
学
問
講
」
『
書
陵
部
紀
要
』
（
第
二
九

号
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九
七
八
年
）
で
「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
の
第
一
力
条
「
禁
中
御
学

問
講
」
の
内
容
の
変
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
後
水
尾
が
最
も
重
視
し
た
学
問
が
和
歌
で

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
息
子
の
後
光
明
天
皇
へ
宛
て
た
訓
戒
書
『
後
水
尾
天
皇
御
教
訓
書
』
（
東
山
御
文
庫
所
蔵
、

東
伏
見
宮
家
編
『
皇
室
史
の
研
究
』
（
東
伏
見
宮
家
、
一
九
三
二
年
）
に
は
、
以
下
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

、

御
芸
能
の
事
は
禁
秘
抄
に
委
く
載
ら
れ
て
候
へ
ど
も
、
今
の
世
に
候
へ
ば
、
和
歌
第

　
一
に
御
心
に
か
け
ら
れ
、
御
稽
古
あ
る
べ
き
事
に
や
。
先
和
国
の
風
義
と
い
ひ
、
近

　
代
ご
と
に
も
て
あ
そ
ば
る
・
道
也

　
寛
永
二
年
（
一
六
l
l
k
i
）
に
は
、
細
川
幽
斎
（
一
五
四
三
ー
一
六
一
〇
）
の
弟
子
で
あ
っ

た
八
条
宮
智
仁
親
王
　
（
1
m
七
九
－
1
六
二
九
）
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
、
明
暦
三
年

（1
六
五
七
）
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
は
自
身
が
古
今
伝
授
を
行
う
。
こ
の
時
代
に
古
筆

が
流
行

し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
後
水
尾
院
の
歌
道
復
興
志
向
が
そ
の
一
つ
の
起

因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
見
る
に
、
後
水
尾
サ
ロ
ン
は
江
戸
時
代
初
頭
の
文
化
形
成
の
中
心
で

あ
っ
た
。
サ
ロ
ン
の
性
格
上
、
そ
の
枠
組
み
を
限
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
江
戸
時
代
初
頭

に
行
わ
れ
た
文
化
活
動
の
起
点
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
二
節
　
後
水
尾
サ
ロ
ン
の
書
に
ま
つ
わ
る
活
動
ー
後
水
尾
院
の
文
化
活
動
を
主
軸
に
ー

　
本
節
で
は
、
後
水
尾
サ
ロ
ン
の
書
を
め
ぐ
る
活
動
を
、
特
に
結
び
付
き
の
強
い
歌
道
と
茶
道

と
い
う
視
点
を
含
め
な
が
ら
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
書
道
史
研
究
で
は
小
松
茂
美
氏
に
よ
る
『
日
本
書
流
全
史
』
上
下
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
〇

年
）
、
『
古
筆
』
（
講
談
社
、
一
九
七
二
年
）
、
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
一
巻
ー
第
二
十
五
巻
（
講

談
社
、
一
九
七
入
－
一
九
八
〇
年
）
、
『
日
本
の
書
』
一
〇
「
寛
永
の
三
筆
」
（
中
央
公
論
社
、

1
九
八
1
年
）
、
『
烏
丸
光
広
』
（
小
学
館
、
一
九
八
二
年
）
、
増
田
孝
氏
『
日
本
近
世
書
跡
研
究

史
』
（
文
献
出
版
、
一
九
九
六
年
）
、
増
田
孝
氏
・
日
比
野
浩
親
氏
編
『
慶
安
手
鑑
』
（
思
文
閣

－
E
［
版
、
　
1
1
O
1
七
年
）
な
ど
、
後
水
尾
サ
ロ
ン
の
構
成
員
を
取
り
上
げ
た
研
究
、
書
跡
の
公
開

が
重

ね
ら
れ
て
き
た
。
『
中
院
通
村
日
記
』
や
『
隔
冥
記
』
な
ど
の
日
記
資
料
は
日
本
書
道
史

解
明
の
資
料
と
し
て
断
片
的
に
使
用
さ
れ
た
。

　
近

年
で
は
、
高
田
智
仁
氏
「
江
戸
時
代
日
記
史
料
に
み
る
近
世
宮
廷
社
会
の
古
書
跡
の
諸

相
」
（
『
公
益
財
団
法
人
日
本
習
字
教
育
財
団
学
術
研
究
助
成
成
果
論
文
集
』
第
一
号
、
日
本
習

字
教
育
財
団
t
．
1
1
0
1
五
年
）
で
『
葉
室
頼
業
記
』
、
『
時
慶
卿
記
』
な
ど
宮
廷
文
化
人
の
日
記

資
料
に
見
え
る
古
典
籍
が
紹
介
さ
れ
、
古
典
籍
の
尊
重
傾
向
や
愛
蔵
の
一
端
が
明
ら
か
に
さ
れ

て

い

る
。
書
道
史
研
究
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
資
料
を
呈
示
し
た
点
で
貴

重
な
も
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
こ
れ
ら
は
後
水
尾
サ
ロ
ン
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
研
究
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
o
ま
た
、
後
水
尾
院
や
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
通
村
、
為
賢
な
ど
、
多
く
の
人
物
に
つ
い
て

は
、
概
要
や
書
の
資
料
を
示
す
に
留
ま
り
、
具
体
的
な
追
及
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
よ
っ

て
、
本
稿
で
は
、
後
水
尾
院
を
主
軸
に
し
な
が
ら
、
後
水
尾
サ
ロ
ン
の
書
に
ま
つ
わ
る
活
動
を

確
認
し
て
お
く
。

　
後
水
尾
院
自
身
、
能
書
と
し
て
活
躍
す
る
。
小
松
氏
『
日
本
書
流
全
史
』
上
巻
で
は
、
「
本

朝
古
今
名
公
古
筆
分
流
」
で
中
院
流
と
近
衛
殿
流
、
「
古
筆
流
分
」
で
後
水
尾
院
流
に
名
が
見

え
る
。
小
松
氏
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
十
八
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
九
年
）
で
は
、
中
院
流
や

信
伊
の
書
な
ど
の
影
響
を
指
摘
さ
れ
る
。
田
中
潤
氏
「
親
王
・
門
跡
の
家
職
と
し
て
の
書
道
」

（『近
世
の

天
皇
・
朝
廷
研
究
ー
第
一
回
成
果
報
告
集
ー
』
（
朝
幕
研
究
会
、
二
〇
〇
八
年
）
で

は
、
後
水
尾
流
の
形
成
や
「
勅
伝
書
流
」
の
前
史
が
世
尊
寺
系
の
持
明
院
に
よ
る
伝
授
に
遡
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ソ

す
る
と
述
べ
ら
れ
る
な
ど
、
書
流
伝
授
の
系
譜
に
着
目
し
た
研
究
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
書
道
史
研
究
で
は
、
江
戸
時
代
初
頭
の
古
筆
愛
好
を
取
り
上
げ
る
際
に
後
水
尾
院
の
活
動
が

度
々
用
い
ら
れ
て
き
た
。
例
示
す
る
と
、
小
松
氏
『
日
本
書
流
全
史
』
上
巻
で
は
、
伝
空
海

F狸
毛
筆
奉
献
表
」
（
醍
醐
寺
蔵
）
の
巻
末
の
賊
文
か
ら
、
後
水
尾
院
が
二
行
を
分
割
し
て
宮
廷

に

留
め
お
か
れ
た
こ
と
が
挙
げ
、
江
戸
時
代
初
頭
の
古
筆
が
断
簡
と
さ
れ
て
い
く
背
景
を
述
べ

て

い

る
。
ま
た
、
『
藻
塩
草
』
（
淡
交
社
、
二
〇
〇
六
年
）
、
増
田
氏
・
日
比
野
氏
編
『
慶
安
手

鑑
』
な
ど
手
鑑
に
着
目
し
た
研
究
で
は
、
禁
裏
で
行
わ
れ
た
手
鑑
制
作
を
取
り
上
げ
、
手
鑑
当

初
の

様
相
な
ど
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
後
水
尾

院
の
茶
会
や
歌
会
、
歌
書
の
学
び
や
禁
裏
の
蔵
書
史
と
関
連
す
る
書
の
研
究
は
、
他

の

分
野
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
さ
れ
て
い
る
。

　
茶
会

に
お
け
る
書
跡
鑑
賞
に
つ
い
て
は
、
谷
端
昭
夫
氏
『
公
家
茶
道
の
研
究
』
（
思
文
閣
出

e
s
、
　
1
1
o
O
五
年
）
が
あ
る
。
谷
端
氏
は
茶
道
研
究
に
お
い
て
後
水
尾
院
の
茶
会
を
取
り
上

げ
、
親
近
者
が
多
い
こ
と
、
書
院
を
用
い
る
こ
と
、
芸
能
が
伴
う
こ
と
な
ど
、
公
家
独
自
の
宮

廷
文
化

を
象
徴
す
る
茶
文
化
形
成
の
軌
跡
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
当
初
は
南
宋
画
や
墨

跡

な
ど
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
宮
廷
文
化
を
尊
重
す
る
古
筆
を
用
い
る
こ
と
が

増

え
て
い
っ
た
こ
と
に
言
及
す
る
。
書
道
史
研
究
で
は
後
水
尾
院
に
限
定
す
る
と
、
そ
の
よ
う

な
研
究
は
多
く
行
わ
れ
て
き
て
い
な
い
。
江
戸
時
代
初
期
に
見
え
る
茶
掛
の
古
筆
を
調
査
す
る

際

な
ど
に
『
隔
冥
記
』
な
ど
の
日
記
資
料
は
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
後
水
尾
院
の
茶

会
に

お

け
る
書
跡
鑑
賞
に
着
目
し
た
も
の
と
は
言
い
難
い
o

　
歌
会
に

お

い
て

は
短
冊
や
懐
紙
の
揮
毫
が
あ
る
。
江
戸
時
代
初
頭
の
公
家
ら
に
よ
っ
て
揮
毫

さ
れ
た
短
冊
や
懐
紙
は
多
く
現
存
し
て
い
て
、
小
松
氏
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
や
『
短
冊
手
鑑
』

（講
談
社
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
、
そ
の
書
跡
は
多
く
公
開
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
歌
道
研

究
で
は
、
後
水
尾
歌
壇
に
着
目
し
た
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
鈴
木
健
一
氏
「
後
水
尾

歌
壇
の
成
立
と
展
開
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
東
京
大
学
国
語
国
文
学
学
会
、
一
九
八
六
年
）
、

大
谷
俊
太
氏

『和
歌
文
学
講
座
第
八
巻
近
世
の
和
歌
』
（
勉
誠
社
、
一
九
九
六
年
）
、
高
梨
素

子
氏

『後
水
尾
院
初
期
歌
壇
の
歌
人
の
研
究
』
（
4
9
う
ふ
，
r
、
　
1
1
0
1
O
年
）
、
日
下
氏
『
後
水

尾
院
の

研
究
』
な
ど
、
後
水
尾
歌
壇
の
展
開
に
着
目
し
つ
つ
禁
中
御
和
歌
会
の
内
容
、
和
歌
指

導
や
古
典
籍
の
講
釈
の
内
容
、
そ
の
際
の
構
成
員
の
変
遷
な
ど
が
解
明
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研

究
で

は
、
能
書
と
し
て
知
ら
れ
る
光
広
、
通
村
の
生
涯
や
後
水
尾
歌
壇
で
の
役
割
に
つ
い
て
も

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
書
道
研
究
に
お
い
て
も
貴
重
な
研
究
で
あ
る
。

　
歌
書
を
中
心
と
す
る
学
び
や
禁
裏
の
蔵
書
史
的
な
研
究
と
し
て
は
、
酒
井
茂
幸
氏
『
禁
裏
本

歌
書
の

蔵
書
史
的
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
が
重
要
な
研
究
で
あ
る
。
酒
井
氏

は
、
後
水
尾
院
の
文
化
活
動
が
禁
裏
で
の
歌
書
や
物
語
の
書
写
活
動
と
そ
の
収
蔵
の
軌
跡
と
重

な
る
こ
と
に
着
目
し
な
が
ら
禁
裏
文
庫
史
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
歌
学
古
典
研

究
の
深
化
、
宮
廷
文
化
の
一
つ
の
歌
道
の
伝
統
を
保
持
す
る
た
め
に
書
院
や
茶
席
に
古
筆
を
掛

け
る
志
向
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
た
め
に
古
筆
を
仙
洞
に
留
め
置

い

た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
谷
端
氏
の
論
の
裏
付
け
と
な
る
。
ま
た
酒
井
氏
は
、
茶

道
、
花
道
、
歌
学
の
講
釈
の
根
底
を
支
え
た
も
の
が
禁
裏
文
庫
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
こ
に
は

空

海
や
小
野
道
風
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
名
筆
が
収
蔵
さ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
書
に

お

い
て

も
一
概
で
は
な
い
。
な
お
、
禁
裏
文
庫
に
つ
い
て
は
、
田
島
公
氏
編
『
禁
裏
・
文
庫
研

究
』
第
一
揖
ー
第
六
揖
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
1
1
1
0
1
七
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
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内
容
や
変
遷
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
酒
井
氏

は
、
天
皇
家
の
な
か
で
最
も
『
源
氏
物
語
』
の
研
究
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
後
水

尾
院
の

時
代
に
着
目
し
、
古
典
研
究
や
教
育
の
実
相
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
酒
井
氏
は
、

通
村
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
『
源
氏
物
語
』
切
伝
授
を
後
水
尾
院
が
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
と
結
論

付
け
る
。

　
古
典
籍
研
究
に
励
ん
だ
上
堂
歌
壇
に
よ
っ
て
斡
旋
、
詞
書
書
写
さ
れ
た
調
度
手
本
か
ら
は
、

和
歌
や
古
典
籍
研
究
が
他
の
分
野
に
ま
で
広
く
及
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
通
村

が
斡
旋
し
た
『
源
氏
物
語
手
鑑
』
（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）
や
、
『
源
氏
物
語
画
帖
』

（京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
。
禁
裏
で
の
蔵
書
や
古
典
籍
研
究
は
、
鑑
定
や
手
習

い

と
し
て
の
教
養
と
な
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
書
道
研
究
に
お
い
て
、
後
水
尾
院
サ
ロ
ン
で
行
わ
れ
た
文
化
活
動
に
着
目
さ
れ
る
こ
と
は
少

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
概
観
し
て
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
後
水
尾
院
サ
ロ
ン
で
行
わ
れ
た
書
に
ま

つ

わ
る
活
動
は
、
手
習
い
、
歌
会
に
お
け
る
懐
紙
や
短
冊
揮
毫
、
歌
書
の
書
写
、
模
写
、
調
度

手
本
制
作
、
書
跡
の
斡
旋
や
贈
呈
、
鑑
定
、
表
装
、
鑑
賞
と
い
っ
た
様
々
な
場
面
が
複
雑
に
混

在
し
て
い
た
。

第
二
章
　
中
院
通
村

　
通
村

は
、
中
院
通
勝
（
一
五
五
六
－
ニ
ハ
1
o
）
　
g
子
で
極
官
は
正
二
位
内
大
臣
で
あ
る
。

細
川
幽
斎
（
一
五
三
四
ー
一
－
〈
1
　
O
）
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
た
父
の
通
勝
に
歌
学
を
学
び
、

慶
長
十

五
年
（
一
－
〈
1
　
O
）
に
幽
斎
と
通
勝
が
死
去
し
て
以
降
は
、
三
条
西
家
か
ら
学
び
を
受

け
た
。
歌
道
の
家
に
育
っ
た
通
村
は
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
よ
り
後
水
尾
院
御
製
の

添
削
に
あ
た
っ
て
、
三
条
西
実
条
（
一
五
七
五
ー
一
六
四
〇
）
、
光
広
と
と
も
に
指
導
者
と
な

る
。
そ
の
目
立
っ
た
活
躍
に
は
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
水
尾
院
の
母
に
あ
た
る
近
衛
前

子

（
一
五
七

五
－
一
六
三
〇
）
、
徳
川
家
康
（
一
五
四
三
－
一
六
一
六
）
へ
の
『
源
氏
物
語
』

の

講
釈
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
は
、
『
伊
勢
物
語
』
を
後
水
尾
院

へ
講
釈

し
、
寛
永
十
五
年
（
＝
ハ
三
入
）
に
光
広
、
寛
永
十
七
年
（
一
六
七
〇
）
に
実
条
が
死

去

し
て
以
降
は
、
後
水
尾
歌
壇
の
第
一
人
者
と
し
て
指
導
す
る
立
場
に
つ
く
な
ど
、
江
戸
時
代

初
頭
の
宮
廷
歌
人
の
代
表
で
あ
っ
た
。

　
通
村
の
書
の
活
動
は
歌
人
と
し
て
の
活
動
に
準
拠
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、

ま
ず
は
歌
人
と
し
て
の
通
村
に
ま
つ
わ
る
先
行
研
究
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
後
水
尾
院
の
文
化
活
動
、
主
に
歌
道
を
語
ろ
う
と
す
る
際
、
通
村
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
も

の

で

あ
る
。
本
田
氏
「
後
水
尾
院
の
禁
中
御
学
問
講
」
で
は
、
「
禁
中
御
学
問
講
」
で
行
わ
れ

た
『
源
氏
物
語
』
や
『
伊
勢
物
語
』
の
講
釈
が
行
わ
れ
た
月
日
や
参
加
者
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
指
導
者
と
し
て
通
村
の
存
在
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
酒
井
氏

『禁
裏
本
歌
書
の
蔵
書
史
的
研
究
』
で
は
、
通
村
の
『
源
氏
物
語
』
の
講
釈
が
交
合
や
読
合
と

並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
禁
裏
文
庫
史
と
の
関
連
か
ら
そ
の
動
向

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
天
皇
・
院
の
古
典
研
究
や
教
育
の
実
相
を
明
ら
か
に
す
る
目

的
と
し
て
『
源
氏
物
語
』
切
伝
授
の
歴
史
を
跡
付
け
、
通
村
に
源
氏
学
を
学
ん
だ
後
水
尾
院
が

そ

れ

を
継
承
し
て
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
と
結
論
付
け
る
。

　
高
梨
氏
『
後
水
尾
院
初
期
歌
壇
の
歌
人
の
研
究
』
は
、
後
水
尾
歌
壇
に
お
け
る
通
村
が
行
っ

た
活
動
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
資
料
性
が
高
い
。
氏
は
、
和
歌
の
講
釈
や
古
典
籍
の
研

究
、
添
削
指
導
の
内
容
を
時
期
区
分
し
特
徴
づ
け
、
通
村
の
歌
壇
で
の
存
在
が
主
要
な
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
っ
た
こ
と
が
明
白
化
さ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
鈴
木
氏
「
後
水
尾
歌
壇
の
成
立
と
展
開
」
、
大
谷
氏
『
和
歌
文
学
講
座
第
八
巻

　
近
世
の
和

歌
』
、
日
下
氏
『
後
水
尾
院
の
研
究
』
な
ど
に
お
い
て
も
、
後
水
尾
院
と
の
関
係

か

ら
通
村
の
後
水
尾
歌
壇
で
の
役
割
や
立
場
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
通
村
は
歌
道
研
究
に
お
い
て
後
水
尾
歌
壇
を
語
ろ
う
と
す
る
と
き
、
そ
の

要

と
し
て
主
要
な
立
場
に
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
。
通
村
の
書
を
め
ぐ
る
活
動
を
確
認
す
る
に

あ
た
っ
て
、
歌
人
と
し
て
の
姿
が
欠
か
せ
な
い
。

　

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
通
村
の
書
の
活
動
に
ま
つ
わ
る
先
行
研
究
を
概
観
し
た
い
。
書
道
研

究
で
は
、
通
村
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
資
料
が
示
さ
れ
て
き
て
い
な
い
。
断
片
的
な
資
料
か
ら
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通
村
の

書
に
ま
つ
わ
る
活
動
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
o

　
小
松
氏

『
日
本
書
流
全
史
』
上
に
所
収
の
書
流
系
譜
で
は
、
「
本
朝
古
今
名
公
古
筆
諸
流
」
、

F筆
跡
流
儀
系
図
」
、
F
流
儀
集
」
、
r
古
筆
流
儀
別
」
で
世
尊
寺
流
、
「
本
朝
古
今
名
公
古
筆
諸

流
」
、
「
筆
跡
流
儀
系
図
」
、
F
流
儀
集
」
、
r
古
筆
流
儀
別
」
、
F
古
筆
流
儀
分
」
で
中
院
流
の
当
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
こ

と
し
て
名
が
掲
載
さ
れ
る
。
同
じ
く
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
十
⊥
ハ
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
八

年
）
に
は
通
村
の
短
冊
や
和
歌
懐
紙
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
小
松
氏
は
主
に
中
院
流
の
名
手
と

し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
書
風
に
考
察
を
加
え
な
が
ら
書
写
年
代
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

　
次

に
、
古
筆
の
補
写
や
模
写
本
、
調
度
手
本
に
ま
つ
わ
る
も
の
を
確
認
し
た
い
。

　
ま
ず
、
前
述
し
た
伝
藤
原
公
任
筆
「
十
五
番
歌
合
」
（
前
田
育
徳
会
蔵
）
は
、
不
足
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十

二
首
が
通
村

に
よ
っ
て
補
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
墨
美
』
一
八
八

号

（墨
美
社
、
一
九
六
九
年
）
で
は
通
村
に
よ
る
「
十
五
番
歌
合
」
（
個
人
蔵
）
の
模
写
本
も

紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
助
弘
倫
子
氏
は
大
名
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
推
測
し
、
r
模
本
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
い
っ
て
も
「
臨
模
」
と
い
う
意
義
で
行
わ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

　
『
源
氏
物
語
手
鑑
』
（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）
は
、
石
川
主
殿
頭
忠
総
（
一
五
八
二

－
1
六
五
一
）
の
依
頼
で
通
村
が
斡
旋
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
、
上
堂
歌
壇
に
よ
っ
て
詞

書
が
分
担
書
写
、
絵
を
土
佐
光
吉
（
一
五
三
九
ー
一
七
l
l
二
）
が
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　

明
ら
か
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
通
村
の
斡
旋
者
と
し
て
の
顔
も
明
白
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
調
度

手
本
の

内
容
が
『
源
氏
物
語
』
と
い
う
点
で
は
、
後
水
尾
歌
壇
に
お
け
る
古
典
籍
研
究
の
指
導

者

と
し
て
も
通
村
の
姿
が
象
徴
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
近
年
、
浜
野
真
由
美
氏
「
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
「
調
度
手
本
」
の
成
立
事
情
二
西
笑
和

尚
文
案
』
を
手
掛
か
り
に
ー
」
（
『
M
U
S
E
U
M
』
六
七
二
号
、
東
京
国
立
博
物
館
、
　
1
1
0
1
入

年
）
で
は
、
後
陽
成
天
皇
、
八
条
宮
智
仁
親
王
、
信
伊
の
五
巻
の
調
度
手
本
の
成
立
事
情
に
つ

い

て
、
加
賀
大
聖
寺
主
山
口
宗
永
（
一
m
四
五
－
1
六
〇
〇
）
の
依
頼
に
よ
る
も
の
で
、
相
国

寺
九
十
二
世
の
西
笑
承
党
（
一
五
四
入
ー
ニ
ハ
O
七
）
の
斡
旋
に
よ
っ
て
染
筆
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
後
陽
成
天
皇
に
つ
い
て
は
信
伊
が
斡
旋
し
、
調
度
手

本
の

回
収
や
装
丁
は
連
歌
師
の
是
斎
（
生
年
未
詳
－
一
六
〇
九
）
が
あ
た
っ
た
こ
と
を
述
べ

る
。
通
村
ら
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
調
度
手
本
の
制
作
過
程
は
、
こ
う
し
た
調
度
手
本
と
も
近

似
し
て
い
る
。

　
通
村

は
、
古
筆
鑑
定
に
お
い
て
も
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
前
述
の
と
お
り
、
伝
藤
原

行
成
筆
「
関
戸
本
古
今
集
」
の
零
本
（
個
人
蔵
）
に
は
、
通
村
に
よ
る
鑑
定
の
奥
書
が
あ
る
こ

と
で
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
通
村
の
日
記
『
中
院
通
村
日
記
』
は
、
江
戸
時
代
初
頭
の
古
筆
鑑
定

や

古
筆
交
流
な
ど
を
示
す
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
一
部
を
取
り
上
げ
る
と
、

『
中
院
通
村
日
記
』
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
年
正
月
三
十
日
条
に
は
、
了
佐
の
手
鑑
を
見
た

通
村
が
驚
目
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
通
村
の
古
筆
鑑
定
や
交
流
に
関
す
る
記
載

は
、
書
道
研
究
に
お
い
て
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
近
世
初
頭
の
古
筆
鑑
定
や
古
筆
流

行

を
示
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
た
傾
向
が
強
く
、
通
村
に
焦
点
を
宛
て
た
も
の
と
は
言
い
難

い
o

　
以

上
、
通
村
の
書
に
ま
つ
わ
る
先
行
研
究
を
概
観
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
か
ら
確
認
さ
れ
る
よ

う
に
、
通
村
は
歌
人
と
し
て
短
冊
や
懐
紙
の
揮
毫
、
禁
裏
で
の
書
写
活
動
、
古
筆
の
補
写
、
模

写
、
調
度
手
本
の
書
写
、
斡
旋
、
古
筆
鑑
定
な
ど
多
種
多
様
な
書
の
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、

江
戸
時
代
初
頭
の
書
道
史
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
人
物
で
あ
る
。
通
村
の
書
の
活
動
は
、
後
水

尾
歌
壇
で
の
活
動

と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
通
村
を
定
点
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
村
の
書

道
史
上
で
の
重
要
性
が
明
白
と
な
る
ほ
か
、
通
村
を
通
し
て
後
水
尾
サ
ロ
ン
で
行
わ
れ
た
書
に

ま
つ
わ
る
活
動
、
公
家
と
武
家
、
町
人
、
僧
侶
ら
と
の
交
流
の
な
か
で
の
書
の
需
給
の
様
相
の

一
端
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

第
三
章
　
藤
谷
為
賢

　
為
賢
は
、
上
冷
泉
家
九
代
当
主
・
冷
泉
為
満
（
一
五
五
九
－
一
六
一
九
）
の
次
男
と
し
て
生

ま
れ
た
。
冷
泉
為
相
（
一
二
六
三
ー
一
三
二
八
）
の
別
姓
で
あ
る
藤
谷
を
家
名
と
し
て
、
歌
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

を
家
職
と
す
る
藤
谷
家
の
祖
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　
藤
谷

と
し
て
の
為
賢
の
名
が
最
初
に
見
え
る
の
は
山
科
言
緒
『
言
緒
公
記
』
慶
長
十
七
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年

（
＝
ハ
1
1
1
）
正
月
十
五
日
条
で
、
十
八
日
に
行
う
左
義
長
竹
持
参
に
つ
い
て
の
触
宛
名

に
「
藤
谷
侍
従
殿
」
と
あ
る
。
『
公
卿
補
任
』
に
よ
る
と
、
従
三
位
と
な
る
の
は
寛
永
九
年

（1
六
三

二
）
で
あ
る
か
ら
昇
進
は
早
か
っ
た
と
は
言
い
難
い
o

　

こ
こ
で
為
賢
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
書
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
定
家
流
の
人
物
と
し
て
そ
の
名
が
紹
介
さ
れ
る
も
の
の
、
遺

墨
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
小
松
氏
『
日
本
書
流
全
史
』
上
で
は
、
定
家
流
の
系

譜

に
連
な
る
人
物
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
同
著
の
書
流
系
譜
に
よ
る
と
「
本
朝
古
今
名
公
古
筆
諸

流
」
、
F
流
儀
集
」
、
「
古
筆
流
儀
別
」
、
F
古
筆
流
儀
分
」
に
お
い
て
定
家
流
の
覧
に
名
が
確
認
さ

　
　
ロ
　

れ

る
。
小
松
氏
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
十
九
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
九
年
）
で
は
、
定
家
流
で

書
か
れ
た
短
冊
が
資
料
と
し
て
示
さ
れ
、
「
そ
の
字
形
や
書
風
に
定
家
流
の
影
響
が
著
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

や

は
り
当
時
、
名
う
て
の
定
家
流
の
名
手
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
」
と
能
書
と
し
て
評
価
さ
れ

て

い

る
。
ま
た
、
展
覧
会
図
録
「
定
家
様
」
（
五
島
美
術
館
、
一
九
八
二
年
）
は
、
定
家
流
の

人
々

を
一
同
に
集
め
た
も
の
だ
が
、
そ
の
な
か
で
為
賢
は
細
身
の
定
家
様
と
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
小
松
氏
『
古
筆
』
で
は
、
為
賢
の
行
っ
た
古
筆
鑑
定
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
も
の
の
、
定

家
流
流
行
を
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
傾
向
が
強
い
。
こ
の
よ
う
に
、
書
の

先
行
研
究
に
お
い
て
は
主
に
定
家
様
を
書
く
人
物
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
程
度
に
留
ま
り
、

そ
れ
以
上
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
歌

に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
久
保
田
啓
一
氏
『
近
世
冷
泉
派
歌
壇
の
研
究
』
（
翰
林
書

房
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
で
上
冷
泉
家
の
分
家
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
父
の
為

満
に
関
し
て
は
、
「
呪
墾
公
家
衆
」
の
一
人
と
し
て
数
え
ら
れ
、
家
康
に
古
今
伝
授
を
行
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

ど
の
目
立
っ
た
功
績
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
一
方
で
、
為
賢
に
関
し
て
は
紹
介
さ
れ
る
程
度
に
留

　
　
　
　
　
ほ
　

ま
つ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
為
賢
に
つ
い
て
の
主
要
な
先
行
研
究
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
川
島
将

生
氏

『室
町

文
化
考
論
－
文
化
史
の
な
か
の
公
武
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
八
年
）
で

あ
る
。
川
島
氏
は
、
寛
永
期
の
文
化
の
具
体
的
な
事
象
を
蓄
積
す
る
た
め
の
一
作
業
と
し
て
為

賢
を
取
り
上
げ
、
『
隔
冥
記
』
に
見
え
る
承
章
と
の
交
流
、
『
大
覚
寺
文
書
』
に
見
え
る
為
賢
の

行
動
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
こ
で
見
出
さ
れ
た
の
は
、
古
筆
の
鑑
定
や
斡
旋
、
値
段
の
決
定
、

あ
る
い
は
掘
り
出
し
な
ど
、
歌
人
や
目
利
と
し
て
の
架
け
橋
と
な
る
為
賢
の
姿
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
そ
れ
は
茶
道
旦
ハ
に
対
し
て
も
確
認
さ
れ
た
。
川
島
氏
は
寛
永
文
化
の
中
で
の
為
賢
の
存
在

を
了
佐
と
同
等
に
位
置
付
け
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
『
大
覚
寺
文
書
』
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
門
跡
寺
院
で
あ
っ
た
大
覚
寺
に
残

さ
れ
て
い
る
『
大
覚
寺
文
書
』
は
、
基
本
的
に
年
紀
が
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
時
代
初

頭
の

門
主
で
あ
っ
た
空
性
（
一
五
七
三
ー
一
六
五
〇
）
、
尊
性
（
一
六
〇
1
1
1
1
六
五
一
）
、

性
真
（
一
六
三
九
－
一
六
九
六
）
に
宛
て
ら
れ
た
書
状
で
あ
る
。
差
出
人
の
ほ
と
ん
ど
が
皇

族
や

公
家

で

あ
り
、
武
家
な
ど
の
文
化
人
も
加
わ
る
。
通
村
、
日
野
弘
資
（
＝
ハ
一
七
ー

一
六

八
七
）
、
近
衛
尚
嗣
（
一
六
二
ニ
ー
一
六
五
三
）
ら
の
書
状
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

後
水
尾
サ
ロ
ン
の
文
化
活
動
を
探
る
上
で
も
格
好
の
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
『
大
覚
寺
文

書
』
に
は
為
賢
の
書
状
が
七
十
三
通
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
為
賢
は
後
水
尾
サ
ロ
ン
に
お
け
る
書
に
ま
つ
わ
る
活
動
、
主
に
古
筆
交
流

に

お

い
て

主
要

な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
書
道
史
研
究
に
お
い

て

位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
川
島
氏
の
研
究
で
は
、
古
筆
鑑
定
や
斡
旋
な
ど
一
部

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
留
め
ら
れ
て
い
る
が
、
氏
の
先
行
研
究
を
下
地
に
書
道
研
究
の
側
面
か

ら
、
『
隔
冥
記
』
や
『
大
覚
寺
文
書
』
に
見
え
る
為
賢
の
書
を
め
ぐ
る
活
動
、
あ
る
い
は
鑑
定

の

添
状
な
ど
資
料
一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
文
化
形
成
の
担

い
手

と
し
て
の
為
賢
の
姿
と
そ
の
存
在
の
重
要
性
を
明
白
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え

る
。　

ま
た
、
冷
泉
家
で
は
、
定
家
と
俊
成
を
と
も
に
「
歌
聖
」
と
称
し
、
そ
の
典
籍
類
は
学
問
の

対
象
と
な
っ
た
。
歌
の
詠
み
や
披
講
、
作
法
の
ほ
か
、
定
家
流
が
学
習
の
対
象
と
な
り
、
定
家

流

は
和
歌
を
書
く
際
の
型
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
家
に
生
ま
れ
た

為
賢
に
よ
る
前
述
の
活
動
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
時
、
こ
の
時
代
の
定
家
流
流
行
の
中
心
人
物

と
し
て
の
姿
を
導
き
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

一 83一



お

わ
り
に

　
本
稿
で

は
、
後
水
尾
サ
ロ
ン
の
構
成
員
に
着
目
し
、
こ
れ
ま
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
な
く
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
通
村
と
為
賢
を
取
り
上
げ
、
主
な
先
行
研
究
を
概
観
し
て
き
た
。

　
そ
れ
に
あ
た
っ
て
、
書
道
研
究
で
述
べ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
後
水
尾
サ
ロ
ン
と
、
そ
こ

で
行

わ
れ
た
書
を
め
ぐ
る
活
動
を
後
水
尾
院
の
文
化
活
動
か
ら
概
観
し
た
。
そ
こ
で
は
、
後
水

尾
院
を
中
心
に
行
わ
れ
た
文
化
活
動
、
特
に
歌
と
茶
と
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
く

と
い
う
側
面
が
確
認
さ
れ
た
。
特
に
、
後
水
尾
院
が
最
も
重
視
し
た
歌
道
は
、
江
戸
時
代
初
頭

の
古
筆
愛
好
の
起
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
通
村
、
為
賢
に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
を
取
り
ま
と
め
た
。
そ
の
結
果
、

通
村
と
為
賢
は
後
水
尾
サ
ロ
ン
に
お
け
る
書
の
活
動
で
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人

物
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
書
道
史
研
究
で
は
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
。　

通
村
の

書

に
ま
つ
わ
る
活
動
は
、
先
行
研
究
で
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
短
冊
や
懐
紙
の
揮

毫
、
禁
裏
で
の
書
写
活
動
、
古
筆
の
補
写
、
模
写
、
調
度
手
本
の
書
写
、
斡
旋
、
古
筆
鑑
定
な

ど
様
々
で
あ
る
。
特
に
伝
藤
原
公
任
筆
「
十
五
番
歌
合
」
（
前
田
育
徳
会
蔵
）
の
二
十
二
首
の

補
写
や
、
伝
藤
原
公
任
筆
「
十
五
番
歌
合
」
の
模
写
本
（
個
人
蔵
）
制
作
を
例
に
み
る
よ
う

な
古
筆
の
補
写
や
模
写
は
、
助
弘
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
臨
模
」
と
い
う
意
識
が
働
い
て
お

り
、
不
足
分
の
書
写
だ
け
で
な
く
、
調
度
手
本
の
姿
を
保
と
う
と
す
る
姿
勢
や
、
世
尊
寺
流
名

手
と
し
て
の
姿
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ま
た
、
調
度
手
本
『
源
氏
物
語
手
鑑
』
（
和
泉
市

久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）
は
、
そ
の
時
代
の
古
典
籍
研
究
が
幅
広
く
及
ん
で
い
た
と
い
う
こ

と
、
何
よ
り
も
源
氏
学
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
通
村
が
斡
旋
し
デ
ザ
イ
ン
を
施
す
こ
と
に
価
値

が
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
古
筆
鑑
定
も
し
か
り
、
歌
人
と
し
て
の
鑑
識
の
表
れ
で

あ
る
。

　
通
村
の
存
在
は
書
道
研
究
に
お
い
て
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。
多
様
な
場
面

で

の

そ
の
筆
跡
や
書
写
態
度
に
関
す
る
検
討
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
能
書
と
し
て
の
通
村

の
姿
を
明
瞭
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
『
中
院
通
村
日
記
』

や
、
筆
跡
な
ど
こ
れ
ま
で
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
資
料
に
目
を
向
け
て
通
村

の

書
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
て
い
v
必
要
性
を
指
摘
し
た
い
。
ま
た
、
公
家
と
武
家
、
町
人
、

僧
侶
ら
と
の
交
流
の
な
か
で
の
書
の
需
給
の
様
相
の
一
端
が
通
村
を
介
し
て
見
え
て
く
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　
為
賢
は
後
水
尾
サ
ロ
ン
に
お
け
る
古
筆
交
流
、
主
に
古
筆
鑑
定
、
斡
旋
、
掘
り
出
し
の
行

為
、
値
段
の
決
定
な
ど
に
お
い
て
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
『
隔
冥
記
』
や
『
大
覚
寺

文
書
』
と
い
っ
た
資
料
の
特
質
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
上
冷
泉
家
に
生
ま
れ
た
為
賢

の

活
動
か
ら
は
、
定
家
流
流
行
を
促
し
た
人
物
像
も
浮
か
び
上
が
る
。
為
賢
は
、
公
家
と
し
て

身
分
も
高
く
な
く
、
比
較
的
自
由
な
交
流
が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
公
家
や

武
家
、
町
人
や
僧
侶
と
い
っ
た
多
く
の
階
層
の
パ
イ
プ
と
し
て
、
古
筆
交
流
や
定
家
流
流
行
を

促

し
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
川
島
氏
の
先
行
研
究
を
下
地
と
し
な
が
ら
書
道
史
研
究
の
側
面

に
立
ち
、
『
隔
冥
記
』
や
『
大
覚
寺
文
書
』
に
見
え
る
為
賢
の
書
の
活
動
、
あ
る
い
は
鑑
定
の

添
状
な
ど
資
料
一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
為
賢
の
存
在
の
主
要

性
を
書
道
史
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
以

上
、
こ
こ
ま
で
主
な
先
行
研
究
を
整
理
し
、
そ
の
問
題
点
や
研
究
課
題
を
示
し
た
。
今
後

研
究

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
通
村
と
為
賢
の
書
を
め
ぐ
る
活
動
が
明
ら
か
に
な
る
と
と

も
に
、
江
戸
時
代
初
頭
の
文
化
形
成
の
中
心
で
あ
っ
た
後
水
尾
サ
ロ
ン
に
お
け
る
書
の
実
態
の

様
相
を
示
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
↓注

（2
）

（3
）

川
島
将
生
『
中
世
京
都
文
化
の
周
縁
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
二
年
）
、
熊
倉
功
夫
『
熊

倉
功
夫
著
作
集
』
第
五
巻
「
寛
永
文
化
の
研
究
」
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど

の
文
化
研
究
で
用

い
ら
れ
て
い
る
。

熊
倉
功
夫
、
前
掲
『
熊
倉
功
夫
著
作
集
』
第
五
巻
（
「
寛
永
文
化
の
研
究
」
四
頁
）

第
一
力
条
で
あ
る
「
禁
中
御
学
問
講
」
に
は
「
天
子
諸
芸
能
之
事
、
第
一
御
学
問
也
」



（4
）

（5
）

（6
）

（7
）

（o
o
）

（9
）

（1
）

と
あ
る
。

熊
倉
功
夫
、
前
掲
『
熊
倉
功
夫
著
作
集
』
第
五
巻
（
「
寛
永
文
化
の
研
究
」
1
1
O
－

1　1
1
l
y
m
〈
）

八
歳
の
お

り
西
洞
院
時
慶
（
一
五
五
二
ー
一
六
四
〇
）
を
「
御
手
習
師
範
」
と
し
た
こ

と
、
二
十
三
歳
の
お
り
に
中
院
通
村
（
一
五
八
八
ー
一
六
五
三
）
ら
と
「
御
手
習
講

始
」
を
行
っ
た
こ
と
、
こ
の
と
き
時
慶
が
「
尊
鎮
流
」
、
通
村
は
「
中
院
流
」
の
系
譜
上

に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
後
水
尾
院
の
書
が
広
い
意
味
で
の
「
御

家
流
」
の
下
地
の
上
に
「
中
院
流
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、

二
十
六
歳
の
お
り
に
良
如
法
親
王
（
1
k
i
七
四
－
　
1
六
四
三
）
か
ら
「
能
書
方
七
箇
条
」

の

伝
授
を
受
け
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
（
田
中
潤
「
親
王
・
門
跡
の
家
職
と
し
て
の
書

道
」
『
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
研
究
ー
第
一
回
成
果
報
告
集
－
』
朝
幕
研
究
会
、
二
〇
〇
八

年
）こ

の
ほ
か
日
下
幸
男
「
中
院
通
村
歌
風
」
（
『
国
語
国
文
』
五
六
　
中
央
図
書
出
版
、

一
九

八
七
年
）
、
F
中
院
通
村
年
譜
稿
ー
中
年
期
（
上
）
」
（
『
龍
谷
大
學
論
集
』
四
八
　
龍

谷
大
學
国
文
学
会
、
二
〇
〇
1
1
1
年
）
な
ど
が
あ
る
。

小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
』
上
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
〇
年
、
三
九
三
ー
四
四
六
頁
）

『墨
美
』
一
八
八
号
（
墨
美
社
、
一
九
六
九
年
）
で
は
、
通
村
に
よ
る
模
写
本
の
「
十
五

番
歌
合
」
が
は
じ
め
て
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
伝
藤
原
公
任
筆
「
十
五
番
歌
合
」
零
巻
（
前

田
育
徳
会
所
蔵
）
の
割
筒
の
表
に
あ
る
「
十
五
番
歌
合
公
任
筆
書
嗣
内
府
」
と
い
う
彫

刻
か

ら
、
不
足
分
の
補
写
を
通
村
が
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
（
『
十
五
番
歌
合
　
尊

経
閣
叢
刊
』
育
徳
財
団
、
一
九
三
二
年
。
小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
』
第
二
十
一
巻
、

講
談
社
、
一
九
九
二
年
）

助
弘
倫
子
「
新
出
の
十
五
番
歌
合
模
本
と
そ
の
文
学
的
価
値
」
　
（
前
掲
『
墨
美
』
一
入
八

号
、
二
九
頁
）

山
根
有
三
「
土
佐
光
吉
と
そ
の
関
屋
・
御
幸
・
浮
舟
図
屏
風
」
（
『
国
華
』
七
四
九
、
七
五
〇

号

（国
華
社
、
一
九
五
四
年
）
、
『
源
氏
物
語
手
鑑
研
究
』
（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術

（H
）
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（1
）

館
、
一
九
九
二
年
）
に
よ
る
。

『姓
氏
家
系
大
辞
典
』
に
は
「
藤
原
北
家
御
子
左
流
相
模
国
鎌
倉
郡
藤
谷
よ
り
起
る
」
と

あ
る
。
（
太
田
亮
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
角
川
書
店
、
一
九
七
三
年
）

小
松
茂
美
、
前
掲
『
日
本
書
流
全
史
』
上
巻
（
三
九
三
ー
四
四
六
頁
）

小
松
茂
美
『
日
本
書
蹟
大
艦
』
第
十
六
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
八
年
、
≡
1
1
1
二
頁
）

為
満
の
事
歴
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
啓
一
『
近
世
冷
泉
派
歌
壇
の
研
究
』
（
翰
林
書
房
、

二
〇

〇

三

年
）
、
大
谷
俊
太
「
付
論
ー
冷
泉
為
満
と
徳
川
家
康
ー
古
今
伝
授
の
意
味
」

（
『和
歌
史
の

「
近
世
」
道
理
と
余
情
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
考
に
し
た
o

小
松
茂
美
、
前
掲
『
日
本
書
流
全
史
』
上
巻
で
は
定
家
流
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

高
橋
利
郎
「
新
出
の
模
写
本
『
熊
野
懐
紙
〈
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬
月
〉
』
と
徳
川
家
康
に

お
け
る
藤
原
定
家
の
筆
跡
愛
好
に
つ
い
て
」
（
『
大
東
書
道
研
究
』
第
二
十
四
号
、
大
東

文
化
大
学
書
道
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
）
に
は
為
満
と
徳
川
家
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

久
保

田
氏
は
、
江
戸
初
期
の
上
冷
泉
家
は
後
水
尾
文
化
圏
の
歌
壇
に
お
い
て
目
立
っ
た

働

き
を
し
て
お
ら
ず
、
為
満
か
ら
冷
泉
為
綱
（
＝
ハ
六
四
ー
一
七
二
二
）
に
か
け
て
の

事
跡
が
空
白
に
近
い
と
い
う
指
摘
を
す
る
。
（
久
保
田
啓
一
、
前
掲
『
近
世
冷
泉
派
歌
壇

の

研
究
』
、
三
五
ー
四
o
頁
）

主

要
参
考
文
献

．

東
伏
見
宮
家
編
『
皇
室
史
の
研
究
』
東
伏
見
宮
家
、
一
九
三
二
年

・

『慶
恵
集
　
尊
経
閣
叢
刊
』
育
徳
財
団
、
一
九
三
二
年

．

中
村
直
勝
『
後
水
尾
天
皇
御
紀
』
旧
嵯
峨
御
所
大
本
山
大
覚
寺
、
一
九
五
一
年

・

『墨
美
』
一
八
八
号
、
墨
美
社
、
一
九
六
九
年

・
小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
』
上
下
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
〇
年

．
小
松
茂
美
『
古
筆
』
講
談
社
、
一
九
七
二
年

．

本
田
慧
子
「
後
水
尾
院
の
禁
中
御
学
問
講
」
『
書
陵
部
紀
要
』
第
二
九
号
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
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一
九
七
八
年

．

小
松
茂
美
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
十
六
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
八
年

．

小
松
茂
美
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
十
八
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
九
年

．

小
松
茂
美

『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
十
九
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
九
年

・

『大
覚
寺
文
書
』
上
下
巻
、
大
覚
寺
、
一
九
八
〇
年

・

小
松
茂
美
『
日
本
の
書
』
一
〇
「
寛
永
の
三
筆
」
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年

・

小
松
茂
美
『
烏
丸
光
広
』
小
学
館
、
一
九
八
二
年

・

『定
家
様
』
五
島
美
術
館
、
一
九
八
二
年

・

鈴
木
健
一
「
後
水
尾
歌
壇
の
成
立
と
展
開
」
『
国
語
と
国
文
学
』
東
京
大
学
国
語
国
文
学
学

会
、
一
九
入
六
年

．

日
下
幸
男
「
中
院
通
村
歌
風
」
『
国
語
国
文
』
五
六
、
中
央
図
書
出
版
、
一
九
八
七
年

．

小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
巻
、
講
談
社
、
一
九
八
九
年

’
川
島
将
生
『
中
世
京
都
文
化
の
周
縁
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
二
年

・

『源
氏
物
語
手
鑑
研
究
』
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
、
一
九
九
二
年

．

小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
』
第
二
十
一
巻
、
講
談
社
、
一
九
九
二
年

．

増
田
孝
『
日
本
近
世
書
跡
研
究
史
』
文
献
出
版
、
一
九
九
六
年

・

大
谷
俊
太

『和
歌
文
学
講
座
』
第
入
巻
「
近
世
の
和
歌
」
勉
誠
社
、
一
九
九
六
年

．
酒
井
信
彦
「
『
後
水
尾
院
当
時
年
中
行
事
』
の
性
格
と
目
的
」
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究

紀
要
』
七
、
東
京
大
学
、
一
九
九
七
年

・

田
島
公
編
『
禁
裏
・
文
庫
研
究
』
第
一
揖
ー
第
六
揖
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
－

二

〇
一
七
年

・

久
保

田
啓
一
『
近
世
冷
泉
派
歌
壇
の
研
究
』
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
三
年

・

日
下
幸
男
「
中
院
通
村
年
譜
稿
－
中
年
期
（
上
）
」
『
龍
谷
大
學
論
集
』
四
入
、
龍
谷
大
學
国

文
学
会
、
二
〇
〇
三
年

・

谷
端
昭
夫

『公
家
茶
道
の

研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
五
年

’
『
藻
塩
草
』
淡
交
社
、
二
〇
〇
六
年

．
大
谷
俊
太
『
和
歌
史
の
「
近
世
」
道
理
と
余
情
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
七
年

．

高

橋
利
郎

「新
出
の
模
写
本
『
熊
野
懐
紙
〈
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬
月
〉
』
と
徳
川
家
康
に
お

け
る
藤
原
定
家
の
筆
跡
愛
好
に
つ
い
て
」
『
大
東
書
道
研
究
』
第
二
十
四
号
、
大
東
文
化
大

学
書
道
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年

・

川
島
将
生
『
室
町
文
化
論
考
－
文
化
史
の
な
か
の
公
武
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
二
年

’
田
中
潤
「
親
王
’
門
跡
の
家
職
と
し
て
の
書
道
」
『
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
研
究
ー
第
一
回
成

果
報
告
集
ー
』
朝
幕
研
究
会
、
二
〇
〇
八
年

．

酒
井
茂
幸
『
禁
裏
本
歌
書
の
蔵
書
史
的
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年

．

熊
倉
功
夫
『
後
水
尾
天
皇
』
中
央
公
論
社
、
二
〇
一
〇
年

．

高
梨
素
子
『
後
水
尾
院
初
期
歌
壇
の
歌
人
の
研
究
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
〇
年

・

高
田
智
仁
「
江
戸
時
代
日
記
史
料
に
み
る
近
世
宮
廷
社
会
の
古
書
跡
の
諸
相
」
『
公
益
財
団

法
人

日
本
習
字
教
育
財
団
学
術
研
究
助
成
成
果
論
文
集
』
第
一
号
、
日
本
習
字
教
育
財
団
、

11
0
1
五
年

．

日
下
幸
男
『
後
水
尾
院
の
研
究
』
s
e
r
d
出
版
、
　
1
1
0
1
七
年

．
熊
倉
功
夫
『
熊
倉
功
夫
著
作
集
』
第
五
巻
「
寛
永
文
化
の
研
究
」
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七

年
・

増

田
孝
・
日
比
野
浩
親
編
『
慶
安
手
鑑
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年

・

浜
野
真
由
美
「
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
「
調
度
手
本
」
の
成
立
事
情
二
西
笑
和
尚
文
案
』

を
手
掛
か
り
に
ー
」
『
M
U
S
E
U
M
』
六
七
二
号
、
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
入
年
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